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Synopsis

 Amphibians and reptiles were observed for twenty- two years on the Nara Campus of Kinki University, located in the 

Yata Hills in an area with a coppice. The following eleven species of amphibians were recorded: Hynobius  nebulosus*  , 

Cynops pyrrhogaster, Bufo  japonicus*  , Hyla japonica, Rana catesbeiana, Rana rugosa, Rana nigromaculata, Rana 

 japonica*, Rana ornativentris, Fejervarya kawamurai, Rhacophorus schlegelii. The following thirteen reptiles were 

recorded : Mauremys reevesii, Mauremys  japonica*, Trachemys  scripta elegans, Gekko  japonicus*, Plestiodon  japonicus, 

Takydromus tachydromoides, Eurepiophis  conspicillatus*  , Elaphe climacophora*, Elapho quadrivigata, Amphiesma 

 vibakari*  , Dinodon  orientate*, Rhabdophis  tigrinus*  , Gloydius blomhoffii*. Eleven species from the red list (*) were 

recorded.
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1.は じ め に

本報告 は,近 畿大学農学部里山修復 プロジェク

ト生態調査局両生爬虫類班の活動 による調査結果

である。

近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の矢田丘

陵にあ り,キ ャンパス内には里山林,湿 地 ため

池,沢,草 地 グラウン ド,校 舎な ど比較的多様

な環境か ら構成 されてい る1)2)。 こうした環境か

ら,里 山林 にはオオムラサキやカヤネズ ミ,た め

池 にはべニイ トトンボやイシガメ,メ ダカなどの

絶滅危惧種3)が 生息 してお り,か な り生物多様性

に富んでいる一方で,ウ シガエルや ミシシッピァ

カミミガメといった外来種 も生息 している。

これ までにチ ョウ類は71種 が記録 され4),鳥 類

はll5種 記録 されている5)。 また,こ れまで に両

生類は9種,爬 虫類はll種 が記録 されている6)。

両生類や爬虫類 は生態系 において二次・三次消費
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者に位置 している。そのため,そ の生息状況 は生

態系 にかなり大 きな影響を与えていると考えられ

る。 この ような観点から,近 畿大学奈良キャンパ

ス におけ る生態系の解明の一環 として,福 原 ら

(2009)以 降の新たな知見 を中心 に近畿大学奈良

キャンパスに生息する両生類 ・爬虫類 とそれらの

生息密度 お よび年次 ・季節変動について報告す

る。

2.調 査方法

調査 は近畿大学農学部の奈良キャンパスへの移

転 直後の1989年 か ら2011年 まで随時行 われて き

た。特に,2006年 ～2011年 の6年 間は原則 として,

月2回,キ ャンパス内に設定 した2つ のルー トを

班員で分担 し,約90分 間個体数調査 を行った。調

査 はラインセ ンサス法で,天 候に関係な く行った。

近畿大学奈良キャンパスの調整池の周辺 と棚 田

ビオ トープ,湿 地 ビオ トープをAル ー トとし,サ

ンシ ョウウオビオ トープ,里 山林内をBル ー トと

する(図1)。 これ らのルー トを歩 き,両 生類 と爬

虫類の個体数 を種 ごとに記録 し,重 複を避けて合

計 した ものを調査 日別個体数 とした。定量調査で

は調査 ルー トや調査年 を限定 してい たが,調 査

ルー ト外 において記録のある両生類 爬虫類 につ

いて も記載 した。 なお,サ ンシ ョウウオビオ トー

プと里 山林内については2009年 から調査 を開始 し

たので,そ れ以前の記録はない。

各種類の解説で は,観 察個体 の発育段 階を卵,

幼生,成 体 とした。 また,調 査 地は,(P):調 整

池,(W):湿 地 ビオ トー プ,(T):棚 田ビオ トー

プ,(H):サ ンショウウオビオ トープ,(S):里 山

林 内 と表記 した。記 録の少 ない種 に関 して は,

データは年,月,日 【場所,発 育段階,(個 体数)】

の順 に記載 した。 また,記 録 の多い種では,個 体

数をグラフにまとめた。季節変動は,2006年 か ら

2011年 の各月における個体数の平均 をとった。

3.調 査結果

調査 の結果,両 生類 は下記の11種 爬 虫類 は

13種 が確認 された。両生類 ・爬虫類の出現時期,

出現場所,生 態などはキ ャンパス内で確認 された

データを記載 した。種の配列や学名 は 「日本産爬

虫両棲類学会 ウェブサイ ト」7)によった。

図1.近 畿大学奈良キャンパスと両生類 ・爬虫類の定期調査地点
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サンシ ョウウオ科Hynobiidae

1.カ スミサンショウウオ(図2a,b)

伽Ob'μSηeb{ノ'OSμS

本種 の個体数の記録 を見ると,卵 嚢は増加 して

いるが幼生は減少傾向にあ り,総 数 は減少 してい

る。 これは幼生を捕食する,あ るいは幼生の生育

を阻害す る生物の増加や,サ ンシ ョウウオ ビオ

トープの環境の悪化が原因だと考えられる。

本種 はサ ンシ ョウウオビオ トープを中心 に3月

頃に卵嚢 を見 ることがで き,5月 か ら6月 にかけ

て幼生を見ることがで きる。 しか し,成 体になる

と水か ら上が り,落 葉 などの物陰に隠れる事が多

く,ほ とん ど確認する事がで きない。近畿大学農

学部ではカス ミサ ンシ ョウウオの保全活動を行っ

てお り,卵 嚢や幼生の個体数はかなり多い。

図2aサ ンシ ョウ ウオ ビ オ トープ にお けるカ ス ミサ ン

シ ョウ ウオの 年次 変動

イモ リ科Salamandridae

2.ニ ホンイモ リ(ア カハライモリ)

Cyηoρsρyηカogas把r

2002年5月2日 【湿地 ビオ トープ,成 体,(1)】

本種の生息域はカス ミサンシ ョウウオと重 なっ

ている。 また,2008年 には卵が確認 された(廣 瀬

私信)。 しか し,こ れらの報告は定期調査外の記録

であ り,定 期調査 における本種の確認例はない。

ヒキガエル科Bufonidae

3.ニ ホンヒキガエル 助1blaρoηたμs

2009年9月15日 【里山林内,成 体,(2)】

2008年6月11日 【調整池,成 体,(1)】

【棚田ビオ トープ,成 体,(1)】

1999年8月3日 【グラウン ド,成 体,(1)】

キャンパス内において,比 較的確認例の少 ない

種 であったが,近 年変態後1年 目とみ られる個体

が増加傾向にある。キャンパス内には池が多 くあ

るため,そ こで繁殖 していると考えられる。

アマガエル科Hylidae

4.ニ ホンアマガエル(図3a,b)

Hyね 殉ρ0ηたa

2010年 度以 降個体 数が大幅 に減少 し2011年 度

では棚田ビオ トープでのみ確認されている。本種

は棚 田ビオ トープで最 も多 くの個体が確認 されて

いる。 しか し2008年 度以降,棚 田ビオ トープでも

個体数は減少 し続けている。

4月 か ら5月 にかけて鳴 き声 が よく聞 こえるた

め,そ の時期に繁殖行動をしていると考 えられる。

図2bサ ンシ ョウウ オ ビオ トープ に お けるカ ス ミサ ン

シ ョウ ウオの 季節 変動
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図3aニ ホンアマガエル成体の年次変動

図3bニ ホンアマガエル成体の季節変動

アカガエル科Ranidae

5.ウ シガエル(シ ョクヨウガエル)(図4a,b)

月aηacaホesbeたヨηa

2007年 か ら2009年 にかけて個体数 は減少 して

いたが,2010年 か ら増加傾向にある。これは2008

年か ら2009年 にかけて,調 整池で外来生物の駆除

活動が行われ,本 種 はその対象 となっていたか ら

である。

本種 は特定外来生物 に指定 されてお り,生 態系

に与 える影響 は非常に大 きい。当キャンパスにお

いても調整池だけでな く,棚 田ビオ トープや湿地

ビオ トープ,サ ンショウウオビオ トープ,B池,

E池 にまで,そ の生息域 は拡大 している。4月 か

ら12月 にかけて確認することができ,特 に6月 か

ら9月 は繁殖期 にあたっているため活動が活発に

なる。 また8月,9月 には調整池の ヒシの上 に多

くの個体 を確認で きる。2012年 から調整池で外来

種駆除の活動が再 開されたため,今 後個体数は減

少すると考えられる。

図4a-1ウ シガ エル成体 の 年次 変動

図4a-2ウ シガ エル幼 生の 年次 変動
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図4b-1ウ シガ エル成 体 の季節 変動

図4b-2ウ シガ エル幼 生 の季節 変動

6.ツ チ ガ エル 月aηa㎎osa

2009年8月29日 【棚 田 ビ オ トー プ,成 体,(1)】

【調 整 池,成 体,(1)】

2008年9月20日 【棚 田 ビ オ トー プ,成 体,(1)】

2006年6月(不 明)【 湿 地 ビ オ ト ー プ,成 体,

(1)】

これ まで に上 記 の み が 記 録 さ れ て い る。

7.ト ノ サ マ ガ エ ル(図5a,b)

月aηaη'910macμla抱

本 種 の 個 体 数 は ウ シ ガ エ ル の 個 体 数 に 反 比 例 す

るように推移 している。ウシガエルが何 らかの形

で,本 種 に大 きな影響 を与 えていることが考 えら

れる。

4月 か らll月 にかけて湿地ビオ トープや棚 田ビ

オ トープを中心 に多 く確認 されてい る。5月 に繁

殖のピークを迎え,7月,8月 に成体 になる。繁殖

場所 は湿地 ビオ トープ,棚 田 ビオ トープであると

考え られる。調整池,湿 地 ビオ トープ,棚 田ビオ

トープともに,わ ずかに季節のずれがあるものの,

初夏 に個体数が増加 し,一 度減少 した後,秋 口に

再び増加するという傾向がみ られる。

図5a-1ト ノサ マガ エル成 体の 年次 変動

図5a-2ト ノサ マガ エル幼 生の 年 次 変動
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8.ニ ホンアカガエル(図6a,b)

月aηa担ρ0η'ca

キャンパス内での個体数は2008年 以降安定 して

いる。

3月 から10月 にキャンパス内で多 く確認 されて

いる。卵塊や幼生の確認例があることか ら,キ ャ

ンパス内で繁殖 していると考 えられる。また,成

体 は湿地 ビオ トープと棚 田ビオ トープにおいて特

に多 く確認 されている。成体は2月 に産卵 した後,

4月 上旬 まで姿を見せない。
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9.ヤ マアカガエルRaηaoma加eη 師s

2010年6月29日 【里山林内,成 体,(1)】

2009年6月11日 【里山林内,成 体,(1)】

本種のキャンパス内における個体数は少ない。

10.ヌ マガエル 周ervaリ ノaκawamαノa'

2010年9月28日 【棚田ビオ トープ,成 体,(1)】

2009年9月28日 【棚田ビオ トープ,成 体,(4)】

8月29日 【里山林内,成 体,(1)】

確認 された個体数はッチガエルよりも多 く,棚

田ビオ トープや湿地 ビオ トープなどで多 く確認 さ

れている。本種の繁殖期 にあたる時期になる と,

本種の鳴 き声が聞こえることか ら,繁 殖行動 をし

ていると考えられる。

ア オガエル科Rhacophoridae

11.シ ュレーゲルアオガエル(図7a,b)

月力acOρ力0細SSCん'ege〃ノ

本種の個体数は2008年 以降安定 して推移 してい

る。ニホンアマガエルと同様,棚 田で確認 される

ことが多いが,個 体数 は本種 の方がニホンアマガ

エルより多い。

本種は4月 頃か ら確認す ることがで きる。キャ

ンパス における本種の産卵期 は4月 から6月 であ

る。側溝 などの地表に白い泡状の卵塊 を産み付け

る。7月 か ら8月 に成体 になり,9月 頃まで確認 さ

れるが,主 に樹上や地 中で生息するため,目 視で

確認するには困難を要する。
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イ シ ガ メ 科Geoemydidae

12.ク サ ガ メ(図8a,b)加aα 陀mys給eMes〃

2008年 以 降,調 整 池 で確 認 さ れ る よ う に な っ た

が,そ の個体数は減少傾向にある。調整池に生息

する ミシシッピアカミミガメによる影響が疑 われ

る。 なお,キ ャンパ ス内での繁殖は確認 されてい

ない。

13.ニ ホンイシガメ1Maα ノemyslaρoηたa

2008年5月30日 【調整池,成 体,(1)】

2008年4月12日 【棚田ビオ トープ,成 体,(1)】

2007年4月12日 【調整池,成 体,(1)】

本種 は2007年 か ら2008年 にかけて3個 体が確

認 されたが,2009年 に3体 の死骸が発見 され た。

以降,キ ャンパス内で本種は確認 されていない。

奈良県版 レッドリス トでは絶滅危惧種に指定 され

ている。

ヌマガメ科Emydidae

14.ミ シシッピアカミミガメ(図9a,b)

7伯cわemyssc⑳ 拾e'egaηs

本種は外来種であ り,ウ シガエルの項で述べた

外来種駆除の対象であるが,年 々個体数は増加 し

ている。調整池で繁殖 してお り,子 ガメ も多数確



近畿大学奈良キ ャンパス における両生類 ・爬虫類の生息状況(2)333

認 されている。また,黒 化体 も生息 している。調

整池堤 防で 日光浴 をしている個体 も頻繁 に確認 さ

れている。今後 も本種の個体数の変動に注意が必

要である。

ヤ モ リ科Gekkonidae

15.ニ ホ ン ヤ モ リGeκ κ01aρoηめus

2012年7月6日 【校 舎,成 体,(2)】

8月19日 【校 舎,成 体,(1)】

本 種 は,グ ラ ウ ン ド周 辺 の 建 物 の 壁 や コ ン ク

リ ー トな ど で よ く確 認 さ れ る。 本 種 は外 灯 な ど に

集 ま る昆 虫 類 を捕 食 す る。 校 舎 内 で も確 認 され て

い る。

トカ ゲ 科Scincidae

16.ニ ホ ン トカ ゲ(図10a,b)

P甥esがodoη'aがscσ 拾加s

本 種 は 調 整 池 周 辺 お よ び 里 山 林 内 に生 息 して い

る。 個 体 数 は カ ナ ヘ ビ よ り少 な い が,安 定 して い

る。

カナヘ ビ科Lacertidae

17.ニ ホンカナヘビ(図11a,b)

7a旗 次)mμs拾cんγ(次)mo'des

本種はキャンパス内に生息す る他の爬虫類 と比

べて,か なり頻繁 に確認 される種 であ り個体数 も

多いが,減 少傾向にある。

3月 か ら11月 までみ られ,夏 季 の記録が多い。

キャンパス内には数多 く生息 している。特に草刈
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りの後には頻繁 に記録 される。

ナ ミヘ ビ科Colubridae

18.ジ ムグリ εuρ給ρわρんなcoηsρた〃拍如s

2011年11月30日 【バイク駐輪場,幼 生,(1)】

側溝などにいる姿が定期調査外で確認 されてい

る。基本的に土の中や朽木の裏 にいるため,発 見

は難 しい。

19.ア オダイショウ ε∫aρんec〃macoρ 加旧

2000年6月1日 【調整池,成 体,(1)】

里山林内における,ヘ ビ亜 目の優 占種であると

考えられる。定期調査ではあま り確認できていな

いが,里 山林内を歩 くと,草 地 を這 ってい く姿や

木を登 る姿が多 く確認できる。

20.シ マヘ ビ(図12a,b)ε1aρ んequad〃 吻ga抱

本種 は2010年 と2011年 の定期調査では確認 さ

れていないが,定 期調査外では確認 されてお り,

本種の個体数はかな り安定 していると考えられる。

調整池周辺や棚 田ビオ トープで多 く発見で きる。

気性が荒いため捕獲する際,噛 まれることが非常

に多い。キャンパス内ではカエルや トカゲ,ヘ ビ

を主に捕食 していると考えられる。

21.ヒ バ カ リAmρ17'esmaMめaκa〃

2009年6月25日 【里 山 林 内,成 体,(1)】

本 種 は 湿 り気 の あ る 場 所 を好 む た め,湿 地 ビ ォ

トー プ や サ ン シ ョ ウ ウ オ ビ オ トー プ,里 山林 内 の

数 ヶ所 で 確 認 さ れ て い る 。 ヒバ カ リ属 だ が,本 種

は毒 を も た な い 。
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22.シ ロマダラD'mdoηo〃eηfa'e

2012年5月18日 【不明,成 体,(1)】

定期調査における確認例 はないが,現 在月1回

行われている夜 間調査では確認 されている。 これ

は本種が夜行性 であることが原 因であると考 えら

れる。

23.ヤ マカガシ(図13a,b)月 わabdoρわ's鋤 吻s

本種 の個体数は安定 してお り,里 山林内や調整

池周辺など様 々な水辺で発見 されている。キャン

パス内では模様の地味 な関西型 と色の派手な関東

型の両方 とも確認で きる。後牙 と頸部の頸腺 に毒

をもつ毒蛇のため,発 見 した場合注意が必要であ

る。

ク サ リヘ ビ科Viperidae

24.ニ ホ ン マ ム シG'oyd如sb'omんo所'

2009年5月12日 【里 山 林 内,成 体,(1)】

2008年10月10日 【調 整 池,成 体,(1)】

湿 地 ビ オ トー プや 調 整 池 周 辺,棚 田 ビ オ トー プ,

里 山 林 内 で 確 認 され て い る 。 本種 もヤ マ カ ガ シ と同

様 に毒 を もって い る種 類 なの で 注 意 が 必 要 で あ る。

4.考 察

両生類や爬虫類 は鳥類な ど他 の動物 と違い,移

動能力がかな り低い ものが多い。そのため,人 為

的な開発 に対 しての影響が大 きく,日 本 国内で も

急激 な個体数の減少が危惧 されているグループで

ある。 しか し,キ ャンパス内では今 までに,両 生

類が11種 類 と爬 虫類 が13種 類確認 されてお り,

このうち両生類 ・爬虫類合 わせ て,奈 良県の レッ

ドデータリス ト8)に記載 されているものはll種 に

ものぼる。内訳は,絶 滅寸前種がカス ミサ ンショ

ウウオ1種,絶 滅危惧種がニホンアカガエル,ニ

ホンヒキガエル,ニ ホ ンイシガメの計3種,希 少

種がアオダイシ ョウ,ニ ホンマムシ,ヤ マカガシ

の計3種,情 報不足種が シロマダラ,ジ ムグリ,

ヒバ カリの計3種 注 目種がニホンヤモ リ1種 で

ある。

キャンパス内の各環境 に生息 してい る両生類 ・

爬虫類は,表1の ようになる。

近畿大学奈良キャンパスは比較的多様 な環境か

ら構成 されてお り,こ の ように各環境に適応 した

多様 な両生類 ・爬虫類が生息 している ことがわ

かった。近畿大学農学部は1989年 に奈良キャンパ

スに移転 したが,造 成前の当地 における各生物種

の分布は現在 と違っていた と考えられる。2006年

に行 われた棚 田ビオ トープ開懇後は,ど の調査地

で も トノサマガエルやニホンカナヘビなどのご く

一般的に見 られる種が比較的多 く見 られた。一方,

ニホンアカガエルは奈良県の レッ ドリス トでは絶

滅危惧種であるが,当 地では,特 に棚 田ビオ トー

プや湿地ビオ トープ,里 山林内での確認個体数が

非常 に多い。 また,里 山林内でのヤマアカガエル

の個体数は現在かなり少ないが,今 後増加すれば,

ニホンアカガエルの生息状況に影響 を与 える恐れ

がある。今後ニホンアカガエルを保全す るにあた

り,ヤ マ アカガエルの個体数の変動 にも注意を払

うことが必要である。

また,カ エル類 よりも食物連鎖の中で高位 に位

置 しているニホンマムシやヤマカガシ,シ マヘ ビ

などについては確認数が比較的に少なかった。す

なわち,当 地 における両生類 ・爬虫類間の個体数

ピラ ミッドは比較的安定 したバ ランスである とい

える。 さらに,両 生類 ・爬虫類 は,当 地 に生息 し

ている猛 禽類6)・9)や肉食哺乳類 に補食 されている

と予想 される。 この ように,両 生類 ・爬虫類 は当
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表1:奈 良 キ ャ ンパ スの 各環 境 に生息 す る主 な両 生類 ・爬 虫類(◎:個 体 数 が 最 も多 く記録 され た生 息 環

境,○:個 体 が1度 以上 記録 された生 息環 境)

参 考:聞 き取 り調査 及 び今 回の定量 調査 の結 果 よ り作 成

種名＼場所 ため池 水 田 湿地 里山林内 沢 草地 グラウン ド 校舎

カス ミサ ンシ ョウウオ ◎

ニホンイモ リ ○ ◎

ニホ ンヒキガエ ル ◎000

ニホンアマ ガエ ル ○ ◎ ○

ウシガエ ル ◎00

ツチ ガエ ル ○ ◎ ○ ○ ○

トノサマ ガエ ル ◎ ○ ○ ○ ○

ニホンアカガエ ル ○ ◎ ○ ○ ○

ヤマ アカガエ ル ◎

ヌマ ガエ ル ◎ ○

シュ レーゲ ルアオガエ ル ○ ◎ ○

クサ ガメ ◎

ニホンイシガメ ◎0

ミシシッピアカ ミミガメ ◎

ニホンヤモ リ0◎

ニホ ン トカゲ ◎ ○ ○

ニホンカナヘ ビ000◎00

ジムグリ ◎

アオダイシ ョウ ○ ◎00

シマヘ ビ ◎000

ヒバ カリ ◎

シロマ ダラ ◎

ヤマ カガシ ◎ ○ ○

ニホ ンマ ムシ00◎ ○ ○

地の生態系において二次 ・三次消費者 として重要

な働 きをもっていると考 えている。

これほど貴重で多様 な両生類 ・爬虫類が生息 し

ている当地は,そ れ らの生息地 として大変重要で

あ り,ま た,種 によっては卵や幼生の確認例 もあ

ることから,繁 殖地 としても重要な機能 を果た し

ていると考えている。

当地には,周 囲の里山林 を水源 とする湿地や水

田,池 などが数多 く存在 している。 これらの水環

境 と森林が好適に分布することで,多 様 な生息環

境 を提供 している と考え られている。そのため,

当地 においては山地性の種か ら水域性の種 まで多

様 な種 の生息が可能 となっている。 さらにレッ ド

リス ト種が11種 も生息 してい ることが特筆 され

る。両生類や爬虫類 の移動能力が低いことから考

えても,現 在の生息域 を保全 してい くことは非常

に重要であ り,当 地の環境 を改変す るに当たって

は細心の注意 を払 う必要があると考 えられる。 ま

た,レ ッドリス トに記載 されるような希少な種 を

保全するために,継 続的な生態調査 と継続的に繁

殖可能な環境 を創造,管 理 してい くことが必要で

あると考えられる。

近年調整池周辺でウシガエルや ミシシ ッピアカ

ミミガメなどの外来生物駆除活動が開始され,ウ

シガエルの卵や オタマ ジャクシ及 び成体,ミ シ

シッピアカミミガメの成体の駆除が行われている

ため両種の今後の個体数減少が期待 される。
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図版1.近 畿大学奈良キャンパスで見られる両生類 ・爬虫類
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図版2.近 畿大学奈良キャンパスで見られる両生類 ・爬虫類
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図版3.近 畿大学奈良キャンパスで見られる両生類 ・爬虫類
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図版4.近 畿大学奈良キャンパスで見られる両生類 ・爬虫類


